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◇表紙写真説明◇

AIツール「AiCorb」で生成したファサードデザイン案
写真提供： ㈱大林組

「AiCorb」は設計業務をアシストする AI ツールである。本 AI ツールは 2 つの AI で構成され，一つ
はファサードデザイン案の検討に利用できる画像生成 AI，もう一つがその生成結果をすばやく三次元
モデル化する際に利用できる三次元変換 AI である。本ツールでは，特にスケッチから様々なデザイン
を提案する事に主眼をおいており，詳細なスケッチだけでなくラフスケッチからでも設計の意図を読み
取れるように AI を独自に学習した。加えて，スケッチを忠実に読み取る AI や忠実性より生成結果の
品質を重視した AI などの複数の AI モデルを用意するなどし，設計者の利用目的に応じた使い方がで
きるようなツールを目指している。
※生成 AI に入力した「入力スケッチ」と「生成条件」は報文を参照
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